
中
部
は
、
王
子
製
紙

が
工
場
を
建
て
て
盛
ん

に
営
業
し
て
い
た
の

で
、
数
名
の
者
が
訪
ね

た
。
工
場
の
門
を
入
る

と
、
短
く
切
ら
れ
た
木

が
山
積
み
さ
れ
、
煙
突

か
ら
は
濛
々
と
黒
煙
が

上
が
っ
て
い
た
。
当

時
、
遠
山
地
方
か
ら
大

量
の
木
材
が
伐
り
出
さ

れ
、
筏
で
こ
こ
に
運
ば

れ
た
。
ま
た
、
こ
こ
か

ら
は
紙
船
も
し
き
り
に

下
っ
た
。

一
行
が
中
部
を
出
発

し
た
の
は
午
前
十
一
時

で
あ
る
。
王
子
製
紙
の

煙
突
か
ら
出
る
黒
煙
を

左
に
眺
め
な
が
ら
進
む

と
、
佐
久
間
下
の
難
所

「
豆
こ
ぼ
し
」
で
あ

る
。
こ
こ
は
急
な
曲
が

り
の
流
れ
で
、
昔
か
ら

幾
人
か
の
船
頭
が
命
を

落
と
し
て
い
る
。

同
じ
く
難
所
の
「
せ

ば
石
」
を
経
て
次
第
に

舟
が
南
下
す
る
と
、
風

を
は
ら
ん
だ
帆
前
船
に

何
艘
と
な
く
出
会
っ

た
。
こ
れ
は
古
川
市
兵

衛
の
所
有
す
る
久
根
鉱

山
へ
登
る
舟
で
あ
る
。

右
手
山
腹
に
あ
る
鉱
山

の
規
模
は
さ
し
て
大
き

い
も
の
で
は
な
い
が
、

初
め
て
見
る
者
に
は
殷

賑
な
も
の
に
感
じ
ら
れ

た
。総

じ
て
、
中
部
か
ら

鹿
島
ま
で
の
十
二
里
間

は
だ
ん
だ
ん
川
の
瀬
が

穏
や
か
に
な
っ
て
、
舟

は
遅
々
と
し
て
進
ま
な

い
。
そ
の
た
め
、
誰
も

が
舟
に
飽
き
て
退
屈
に

な
る
。
一
行
は
小
港
雲

名
で
休
憩
を
と
っ
た
。

そ
こ
を
発
っ
て
少
し

行
く
と
、
長
蛇
の
如
く

空
中
に
横
た
わ
る
も
の

が
見
え
た
。二
俣
橋（
後

に
、
鹿
島
橋
・
天
竜
橋

と
名
を
変
え
る
）
で
あ

る
。
北
鹿
島
と
西
鹿
島

を
結
ぶ
こ
の
橋
は
、
明

治
四
十
四
年
、
飯
田
の

矢
沢
四
郎
が
か
け
た
。

工
費
五
万
円
を
要
し
た

と
い
う
。
明
治
以
降
の

川
下
り
舟
は
多
く
こ
こ

が
終
点
で
あ
っ
た
。

中
部
を
発
っ
て
ほ
ぼ

四
時
間
後
の
午
後
三

時
、
一
行
は
当
時
の
二

俣
町
鹿
島
に
到
着
し
、

同
町
民
と
三
遠
日
報
記

者
の
歓
迎
を
受
け
た
。

そ
こ
か
ら
軽
便
鉄
道
で

浜
松
に
行
き
、
五
時
三

十
分
、
駅
前
の
旅
館
大

米
屋
に
入
っ
た
。
写
真

隊
の
一
行
は
、
八
時
三

十
分
に
漸
く
到
着
し

た
。遅

い
夕
食
を
終
え
、

東
京
の
記
者
八
名
は
、

浜
松
発
十
一
時
十
四
分

の
夜
行
列
車
で
帰
京
の

途
に
就
い
た
。
一
同
は

ホ
ー
ム
ま
で
見
送
り
、

別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

な
お
、
こ
の
日
、
平

岡
村
前
村
長
は
浜
松
ま

で
、
同
村
校
長
は
中
部

ま
で
一
行
を
見
送
っ

た
。

＊

こ
こ
に
述
べ
た
探
勝

隊
の
一
行
は
、
時
又
か

ら
鹿
島
ま
で
二
日
を
か

け
て
下
っ
た
が
、
多
く

は
一
日
で
下
る
。
舟
一

艘
に
約
二
十
五
人
ま
で

乗
せ
る
こ
と
が
で
き
、

乗
船
賃
は
六
十
円
だ
っ

た
。舟

行
三
十
里
の
行
程

を
通
じ
て
、
船
上
の
誰

も
が
、
難
所
を
難
な
く

通
過
し
て
い
く
船
頭
の

手
腕
に
感
嘆
し
た
。『
天

竜
川
交
通
史
』（
日
下
部

新
一
著
）
に
よ
れ
ば
、

難
所
を
次
の
よ
う
に
分

類
し
て
い
る
。

１
、
滝

白
波
を
た
て

て
流
れ
下
る
所
。
流
れ

が
速
く
、
水
深
が
浅
く

て
大
石
が
水
中
に
あ

る
。

２
、
戸
・
戸
場

支
流

が
入
る
場
所
。
支
流
に

よ
っ
て
運
ば
れ
た
砂
礫

で
川
底
に
変
化
が
あ

る
。

３
、
輪
・
大
輪

川
が

大
き
く
半
円
を
描
い
て

回
る
所
。
円
の
外
側
は

水
勢
が
強
く
水
深
も
深

い
。

と
ろ

４
、
瀞

水
深
が
深

く
、
流
れ
が
静
か
だ

が
、
砂
の
浅
瀬
が
あ

る
。
水
面
が
光
り
、
川

の
様
子
が
不
明
。

５
、
淵

水
深
は
深

く
、
棹
が
使
え
な
い
。

渦
巻
き
が
あ
り
、
櫂
の

操
作
が
自
由
に
な
ら
な

い
。こ

う
し
て
み
る
と
、

棹
一
本
、
櫂
一
挺
に
命

を
託
し
て
下
る
船
頭
の

緊
張
感
も
大
き
か
っ
た

に
違
い
無
い
。

こ
の
後
、
大
正
か
ら

昭
和
に
か
け
て
、
三
人

の
宮
殿
下
の
来
遊
を
始

め
、
多
く
の
著
名
人
が

天
龍
川
を
下
っ
た
。
そ

れ
も
、
こ
れ
ら
の
探
勝

事
業
や
記
録
が
あ
っ
た

れ
ば
こ
そ
で
あ
ろ
う
。

そ
う
考
え
る
と
、
こ
の

企
画
が
果
た
し
た
役
割

は
大
き
く
、
所
期
の
目

的
は
十
分
達
成
し
た
と

言
え
よ
う
。

と
も
あ
れ
、
こ
れ
ら

貴
重
な
写
真
や
記
録
を

遺
し
て
く
れ
た
先
人
に

心
か
ら
感
謝
し
て
本
稿

を
終
え
る
。
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中部での歓迎

久根銅山下での停船

「雲名（うんな）」での停船

当時の二俣の町
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